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　刺すような強い日差しも和らぎ、日中の気温もあまり高くなら
ず、朝夕は涼しく、時には肌寒さを感じるほどになってきまし
た。数週間前の酷暑が嘘のように感じられます。しかしながら、
異常気象の影響か、先日襲来した台風は各地に大きな爪痕を残
しました。特に古都があのような惨劇に見舞われるとは思いもし
ませんでした。自然の力に太刀打ちはできない以上、被害が軽
微なものになるように祈り、緊急事態に備えるのが肝要だと気を
引き締めました。
　さて、今月号のTechno Scopeでは、道路橋を守る非破壊検査
技術が取り上げられています。高度経済成長期に社会インフラの

建設が集中しているため、築50年を迎える道路橋の数は、急激
に増加する見込みです。社会インフラの不備は重大事故に直結
するため、その検査測定の測定技術や正確さおよび安全管理の
方法はとても興味深いテーマと思われます。先の天災と違い、こ
ちらは人災です。被害の確実な事前抑制を期待したいところで
す。また、道路橋という生活に密着したインフラの検査・安全管
理の現状を知ることにより、危険回避の一助になるかもしれませ
ん。読者の皆様と共にしっかりと勉強したいと考えております。
 （S.K.）
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